
こ
の
７
月
で
高
松
港
湾
・
空
港
整
備

事
務
所
に
赴
任
し
て
ほ
ぼ
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
と
収
束
を
繰
り
返
し
、
コ
ロ
ナ

渦
前
の
社
会
経
済
に
戻
る
先
行
き
が
見

え
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
香
川

の
お
い
し
い
地
酒
や
肴
を
堪
能
し
て
、

香
川
な
ら
で
は
お
い
し
い
お
店
を
数
軒

紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
は
ず

な
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
う
も
い
か

な
い
１
年
で
し
た
。
た
だ
、
明
る
い
材

料
と
し
て
、
国
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

が
急
激
に
伸
び
て
お
り
、
９
月
末
ま
で

に
は
国
民
の
約
６
割
が
２
回
の
接
種
を

終
え
る
予
定
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療

薬
タ
ミ
フ
ル
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
向

け
の
治
療
薬
さ
え
で
き
て
く
れ
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
の
戦
い
も
終
わ

り
が
見
え
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、
本
年
度
か

ら
３
つ
の
直
轄
事
業
が
動
き
出
し
て
い

ま
す
。

上
の
写
真
に
掲
載
し
た
の
は
、
本
年

度
か
ら
新
規
事
業
着
手
し
た
高
松
港
朝

日
地
区
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

完
成
予
想
パ
ー
ス
図
で
す
。
フ
ェ
リ
ー

が
利
用
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
す
の
で
、

船
舶
の
後
ろ
か
ら
（
船
尾
部
と
い
い
ま

す
）
車
両
が
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
、

岸
壁
が
Ｌ
字
型
に
な
り
ま
す
。
Ｌ
字
型

の
岸
壁
は
、
船
尾
部
と
標
準
部
と
か
ら

構
成
さ
れ
、
ま
ず
は
船
尾
部
の
完
成
を

目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
10
月
か
ら
は
、
船
尾
部
岸
壁
の

基
礎
と
な
る
杭
打
ち
を
行
い
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な
海
上
土
木
事
業
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
船
尾
部
が
完
成
し
ま
す
と
、

当
面
の
間
は
、
現
在
利
用
し
て
い
る
岸

壁
の
一
部
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

来
年
の
夏
頃
に
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ

リ
ー
の
１
隻
目
の
大
型
フ
ェ
リ
ー
が
新

た
に
就
航
す
る
た
め
、
大
型
フ
ェ
リ
ー

で
も
安
全
に
係
留
で
き
る
よ
う
、
船
首

部
（
船
舶
の
頭
の
部
分
）
と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
早
期
完
成
要
望
に
応
え
る

べ
く
、
安
全
か
つ
着
実
に
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
当
事
務
所
は
、
高
松
港

朝
日
地
区
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
具
体
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
す
る

た
め
、
離
散
型
イ
ベ
ン
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

高
松
港
で
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
下
船
す

る
ト
ラ
ッ
ク
の
動
き
を
３
次
元
の
動
画

で
再
現
で
き
る
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
ト

ラ
ッ
ク
待
機
場
の
配
置
や
車
両
乗
降
設

備
（
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
）
の
規
模
・
配
置

の
検
討
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た

フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
検
討
は
世
界

的
に
も
数
例
（
ド
ー
バ
ー
港
（
英
国
）

な
ど
）
し
か
報
告
さ
れ
て
な
く
、
国
内

で
は
初
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

こ
の
検
討
の
中
間
報
告
は
、
本
年
度

の
土
木
学
会
誌
論
文
集
Ｂ
３
（
海
洋
開

発
）
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
検
討
内
容
を
発
表
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
他
に
も
、
高
松
港
朝
日
地
区
国

際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
、
備
讃

瀬
戸
航
路
保
全
浚
渫
事
業
、
高
松
空
港
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事
業
を
精
力
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
国
際
物
流
機
能
の
確
保
や

国
土
の
強
靱
化
に
つ
な
が
る
重
要
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
多
く
の
関
係
者
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全
か

つ
着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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備讃瀬戸航路水島交差部浚渫工事に着手

●高松港湾・空港整備事務所
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高松港湾合同庁舎３階（南側）
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●坂出港分室
〒762-0002
坂出市入船町1-5-26
TEL0877-46-0311
FAX0877-45-4689

第２回 高松港・坂出港長期構想
検討委員会の開催

海面清掃兼油回収船「美讃」の出前講座

当
事
務
所
で
は
、
令
和
３
年
７
月
15
日
に

香
川
県
立
東
部
養
護
学
校
の
生
徒
20
名
を
お

迎
え
し
、
海
面
清
掃
兼
油
回
収
船
「
美
讃
」

の
出
前
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
の
大
変
厳
し
い
状
況
で
し
た

が
、
消
毒
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な

ど
の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
講
じ
る
な

ど
、
受
入
れ
環
境
を
整
え
た
上
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

当
日
見
学
さ
れ
た
児
童
の
皆
様
は
、
「
美

讃
」
で
の
ゴ
ミ
回
収
の
し
く
み
な
ど
の
説
明

に
耳
を
傾
け
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

最
近
、
環
境
問
題
と
し
て
、
船
舶
座
礁
に

お
け
る
油
流
出
、
全
世
界
的
な
海
洋
に
浮
遊

す
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
海
の
ご
み
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
美
讃
」
は
環
境
と
船
舶
航
行
の
安
全
の

た
め
、
坂
出
港
を
基
地
港
に
日
々
海
上
の
ゴ

ミ
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
回
収
量
の

公
開
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
当
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
８
月
５
日
（
木
）
、
高

松
港
・
坂
出
港
長
期
構
想
検
討
委
員

会
（
第
２
回
）
【
事
務
局:

香
川
県
・

坂
出
市
】
が
か
が
わ
国
際
会
議
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
長
期
構
想
検
討
委
員
会
で

は
、
両
港
の
特
徴
、
将
来
に
向
け
た

課
題
が
示
さ
れ
、
出
席
の
委
員
の
皆

様
か
ら
活
発
な
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
、
第
１
回
委
員
会
で
の
主

要
意
見
へ
の
対
応
及
び
両
港
が
目
指

す
べ
き
方
向
性
と
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
示
さ
れ
、
委
員
の

皆
様
か
ら
活
発
な
ご
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
は
、
今
回
の
主
要
意
見
を
踏

ま
え
た
長
期
構
想
の
策
定
に
向
け
て

香
川
県
・
坂
出
市
と
歩
調
を
合
わ
せ

た
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

備
讃
瀬
戸
航
路
は
、
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
国

際
海
上
輸
送
及
び
国
内
海
上
輸
送
を
担
う
船
舶
の
航
行
安
全
性
・
効
率
性
を

支
え
る
重
要
な
航
路
で
す
。

昭
和
38
年
度
か
ら
直
轄
事
業
と
し

て
整
備
を
進
め
て
き
た
備
讃
瀬
戸
航

路
は
、
複
雑
な
地
形
・
潮
流
を
起
因

と
し
た
サ
ン
ド
ウ
ェ
ー
ブ
に
よ
る
埋

没
現
象
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
21
年
備
讃
瀬
戸

航
路
全
域
を
開
発
保
全
航
路
に
指
定

し
、
必
要
水
深
の
確
保
を
目
的
と
し

た
維
持
浚
渫
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
般
、
備
讃
瀬
戸
航
路
利
用
者
等

か
ら
浅
場
箇
所
の
解
消
に
つ
い
て
要

望
の
あ
り
ま
し
た
水
島
航
路
交
差
部

に
つ
い
て
、
工
事
着
手
環
境
が
整
っ

た
こ
と
か
ら
、
浚
渫
工
事
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
区
域
と
な
っ
て
い
る
航
路
内

で
は
、
多
く
の
船
舶
が
航
行
し
て
い

る
た
め
、
安
全
を
第
一
と
し
、
工
事

を
進
め
て
参
り
ま
す
。


